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●
消
防
費　
　
　
　
３
億
４
８
３
８
万
円

●
教
育
費　
　
　
　
８
億
１
０
８
２
万
円

●
公
債
費　
　
　

10
億　

８
０
４
万
円

●
そ
の
他　
　
　

１
億
５
３
２
９
万
円

４
．
人
づ
く
り

○
人
材
育
成
の
中
で
、
特
に
重
要
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
教
育
行
政
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
本
町
の
歴
史
と
伝
統
文
化
や
地
域
資
源
を
活
か
し
、

学
校
教
育
の
充
実
を
は
じ
め
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯
学
習
の
振
興
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
芸
術
文
化
の
活
性
化
や
さ
ら
に
は
、
荒
砥
高
校
の

支
援
等
に
努
め
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
の
推
進

○
生
涯
学
習
は
、
新
た
な
白
鷹
町
生
涯
学
習
振
興
計
画
に
基
づ
き
実
施
し

ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
の
社
会
力
育
成
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
す
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
や
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
を
は
じ
め
、
幅
広

い
視
野
を
も
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
の
小
中
学
生
交
流
事
業
、
成
績

優
秀
者
激
励
金
交
付
事
業
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

○
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
な
る
地
区
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安

心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
を
目
指
し
、
耐
震
診
断
を
進
め
、
全
体
の

拠
点
施
設
と
し
て
の
中
央
公
民
館
及
び
図
書
館
は
、
機
能
の
課
題
解
決
に

向
け
て
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

○
文
化
財
の
保
護
、
伝
承
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
域
・
保
存
会
と
連
携
し

計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
誕
生
後
の
約
60
年
間
の
歩
み
に
つ
い

て
「
白
鷹
町
史
・
現
代
編
」
と
し
て
、
平
成
26
年
刊
行
を
目
標
に
町
史
編

さ
ん
作
業
を
進
め
ま
す
。

○
芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
町
芸
術
文
化
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
芸
術
祭

の
開
催
や
、
少
年
少
女
合
唱
団
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
の
育
成
支
援

を
継
続
し
ま
す
。

○
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
長
時
間
開
館
の
取
り
組
み
を
行
う
な

ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
本
格

稼
動
に
向
け
た
体
制
整
備
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
等
の
指
導
者
の
育
成
な
ど
を
支
援
し
ま

す
。

○
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

町
民
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
・

体
力
づ
く
り
に
つ
な
が
る
機
会
や
情
報
の
提
供
な
ど
に
努
め
ま
す
。

○
東
陽
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
生
化
等
の
整
備
を
行
い
、
利
用
環
境

の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
ス
キ
ー
場
や
野
球
場
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
の

体
育
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
、
町
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

５
．
行
財
政
改
革
の
推
進

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
第
４
次
白
鷹
町
行
財
政
改
革
大
綱
を
基
本

に
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
計
画
期
間
の
中
間
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
こ

れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
進
行
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
、
統
合
保
育
園
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
民
営
化
、
民
間
委
託

の
推
進
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
の
連
携
等
を
進
め
、
雇
用
創
出
、
地
域

経
済
活
性
化
に
よ
る
新
し
い
公
共
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
り
、
効
率
的

な
行
政
運
営
を
図
り
、
職
員
研
修
の
充
実
と
計
画
的
な
定
員
管
理
に
よ
り
、

庁
内
組
織
の
体
制
強
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
性
確
保
の
た
め
の
人
づ

く
り
、
組
織
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

平
成
24
年
度
予
算
は
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
持
続
可
能

で
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
で

あ
る
「
笑
顔
か
が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
く
観
点
か
ら
編

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
78
億
３
７
０

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
６
億
６
２
０
０
万
円
、
９
・
２
％
の
増

加
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整
備
事
業
や
、
中
学
校
統
合
に

向
け
た
準
備
を
は
じ
め
と
し
て
、
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
の
創
設
、
産
業
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
農
工
商
観
の
連
携
、
６
次

産
業
化
支
援
事
業
な
ど
、
子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
、
産
業
の
振
興
に

結
び
つ
く
施
策
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
図
っ
た
ほ
か
、
健
康
増
進
計
画
の

策
定
、
東
陽
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
事
業
な
ど
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
創
設
や
公
共
施
設
の
耐
震
診
断
、
庁
舎
等
の

行
政
機
能
強
化
を
目
的
と
し
た
施
設
再
配
置
計
画
策
定
な
ど
、
震
災
以
降

の
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
を
実
施
し
ま
す
。




